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・一級建築士
学科試験対策講座
製図試験対策講座

【建築・土木　施工管理技士】
・1級建築施工管理技術検定
 （一次）対策講座 （一次）短期集中講座
・2級建築施工管理技術検定
 （一次）対策講座 （一次）短期集中講座
・1級土木施工管理技術検定
　（一次）対策講座
・経験記述対策（二次検定）

資格講座ラインナップ資格講座ラインナップ資格講座ラインナップ

講座の
詳細な情報・
お申し込みは

４月１８日（土）

5月31日（日）

9月 9日（水）

10月14日（水）

11月14日（土）

12月  5日（土）

・第１回役員会　
・修友会総会
  ／フェスティバル
  ※ホテルヴィスキオ尼崎
     （JR尼崎駅）

・第43回ゴルフコンペ　
・修友会技術研修会
  （見学会）

・支部懇話会　
・第2回役員会

修友会
フェスティバル
および

各種イベント
詳細

・二級建築士
学科試験対策講座
製図試験対策講座





各種イベント報告

第42回ゴルフコンペ

素晴らしい天候のもと、和やかな雰囲気の中でプレーが行われ、
皆様との絆をより一層深める一日となりました。多数のご協賛を
いただき、厚く御礼申し上げます。次回も多くの皆様のご参加をお
待ちしております。

開 催 日 2025年9月10日（水）

会 　 場 花屋敷ゴルフ倶楽部ひろのコース

参加人数 143名 優 勝 者 坂上 登様

修友会技術研修会

阪神高速先進技術研究所様、茨木土木事務所様、大阪ガス様のご厚意
により、技術研修会（現場見学会）を開催することができました。普段は
見ることのできない現場の裏側や、各社の最先端の施工技術に間近で触
れることができ、参加者一同、大変有意義な時間を過ごすことができまし
た。来年度は2026年10月14日（水）に開催を予定しております。ご参加
をご希望の方は、修友会事務局までお問い合わせください。

開 催 日 2025年10月15日（水）

研修場所 阪神高速先進技術研究所 震災資料保管庫（神戸市）
安威川ダム（ダムパークいばきた）（茨木市）
大阪ガス尼崎・久御山ライン摂津西立坑（摂津市）

参加人数 25名

支部懇話会・愛知支部総会
今年度の支部懇話会は、例年の大阪・近畿
圏を離れ、愛知県にて愛知支部総会と合同
で開催されました。懇話会に先立ち実施した
企業見学では、株式会社オノコム様（豊橋
市）と豊鉄工業株式会社様（豊川市）を訪問
しました。地域に根差した独自技術や、先進
的な取り組みの数々をじっくりと視察。普段
とは異なるエリアでの現場見学は非常に刺
激的で、多くの学びを得る機会となりました。
その後の会議（ホテル竹島）には11支部1分
会が集い、各代表者より地域の活動状況に
ついて報告をいただきました。各支部の現状
や課題を共有し、今後の活動活性化に向け
て意見を交わす良いきっかけとなりました。夜
の懇親会では愛知支部の4名も加わり、組織
の枠を超えて結束を深めました。

開 催 日 2025年11月15日（土）～16日（日）

会 　 場 ホテル竹島（愛知県蒲郡市）

参加支部 11支部、1分会

次回のゴルフコンペは2026年9月9日（水）です。皆様のエントリーをお待ちしております！

ボウリング大会

2年ぶりとなるボウリング大会を開催しました。16名が参加し、ス
トライクが出るたびに歓声が上がるなど、久しぶりのゲームを通じ
て親睦を深めました。見事優勝されたのは前田和也様です。おめ
でとうございます。

開 催 日 2025年7月13日（日）

会 　 場 ラウンドワンJR尼崎駅前店

参加人数 16名 優 勝 者 前田 和也様

支部・分会の活動
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鉛筆による手書きが当たり前の時代でした。1mm方眼紙に線を引

き、筆圧を一定に保つ訓練を何度も繰り返したことは懐かしい思

い出です。当時は大変だと感じることも多くありましたが、振り返っ

てみると、基礎を徹底して身につけることの大切さを教わった、非

常に意味のある時間だったと感じています。非常勤で教えに来てく

ださっていた設計の先生に憧れを抱いたことや、今でも連絡を取り

合える仲間と出会えたことは大きな財産になっています。修成は私

にとって、技術だけでなく人とのつながりや仕事への向き合い方を

学んだ、かけがえのない場所です。そうした経験があったからこそ、

何か恩返しができないかと考えるようになりました。現在は修友会

組織委員として樟の会の技術研修会の運営に携わり、見学会の企

画などを通じて卒業生同士の交流促進に努めています。2026年

度から修友会大阪支部長に就任する予定で、学生と卒業生の交

流会や業界研究の機会を通じて、修成と建設業界をつなぐ存在に

なれればと考えています。今後も微力ながら、母校の力になってい

きたいです。私が修成で学んでいた頃は、まだCADが普及しておらず、図面は

育
て
て
く
れ
た

母
校
へ
の
想
い
を
胸
に
、

建
設
業
界
の
未
来
に
貢
献
し
た
い
。

株式会社ファンテックの代表取締役として、日々現場と真摯に向

き合っています。大阪本社を拠点に関西エリア、広島営業所で中四

国エリア、名古屋営業所で東海・北陸・静岡エリアを担い、施工機

械15台、社員約50名の体制で全国各地の現場に対応していま

す。主力事業は鋼管杭の打設工事で、特に超狭隘地や条件の厳し

い現場においても、安全性と確実性を両立した施工を強みとして

います。また、高度経済成長期に建設された建物の老朽化が進み、

都市部を中心にスクラップ・アンド・ビルドの動きが一段と加速し

ていることから、当社では既存障害物の撤去工事など、新たな分

野への取り組みも本格化させています。さらに、関連会社である三

国産業株式会社と連携し、設計事務所やコンサル会社への杭工

事の提案活動を強化することで、計画段階から現場まで一貫して

関われる体制づくりにも力を入れています。代表取締役を拝命し

私が感じる修成の一番の魅力は、「開かれた校風と教員との距離」

の近さにあります。理事長や学校長をはじめ、教職員のみなさんの

教育に対する熱意が非常に高く、その想いが学生一人ひとりに行

き届く環境が整っていると感じています。私は平成2年に建築工学

科を卒業しましたが、当時から修成は時代の変化を敏感に捉え、

学科編成や教育内容を柔軟に進化させてきた学校だという印象を

持っていました。そうした姿勢は現在も変わらず、専門学校ならで

今卒業生の

て7年半が経ち、これまで進めてきた組織改革や構造改革も一定

の成果を上げ、現在では社員一人ひとりが自立し、行動できる組

織へと成長しています。杭工事の専門家にとどまらず、「土の中の

専門家」として事業領域を広げ、これからも社会に必要とされ続け

る企業をめざしていきたいです。

現場と真摯に向き合いながら事業を広げ、
「土の中の専門家」として進化を続ける。
現場と真摯に向き合いながら事業を広げ、
「土の中の専門家」として進化を続ける。

人を育て業界を支えてきた修成の教育が、
「信頼される建設技術者」を育む。
人を育て業界を支えてきた修成の教育が、
「信頼される建設技術者」を育む。

修成で得た学びと人とのつながりを礎に、
「母校と業界をつなぐ役割」を担っていく。
修成で得た学びと人とのつながりを礎に、
「母校と業界をつなぐ役割」を担っていく。

鉄道施設での鋼管杭工事（最小機種）

電力施設での鋼管杭工事（高トルク機）

INTERVIEW
Where Our Graduates Are Now 1990年3月に建築工学科を卒業。現在は株式会社ファン

テック代表取締役として、鋼管杭工事を中心に全国で活

躍。現場力と人材育成を大切にし、修成と建設業界をつな

ぐ存在としても尽力している。

株式会社ファンテック
大阪府箕面市に本社を構える基礎工事会社。超狭隘地や

厳しい条件下でも安全性と確実性を両立する施工力を強

みに、既存障害物の撤去工事、設計事務所やコンサル会

社への提案活動など、新たな事業にも挑んでいる。

株式会社ファンテック代表取締役

桐村 正和さん

はのスピード感あるカリキュラムによって、実務に直結する知識や

技術を短期間で習得できる点も、大きな特長のひとつだと思いま

す。現在、建設業界では就業者数が年々減少する一方で、建設技術

者へのニーズは確実に高まっています。そうした中で修成は「毎年

安定して人材を業界に送り出す教育機関」として重要な役割を担

い、建築士や施工管理技士（補）などの資格取得を通じて、就職後

の早期戦力化にも大きく貢献しています。実際に弊社でも多くの修

成卒業生が活躍していて、真面目で責任感が強く、自分の仕事に誇

りを持って取り組む姿勢が印象的です。加えてCADをはじめとした

各種ツールへの対応力が高く、現場での理解力や吸収力に優れて

いる点も、修成の卒業生ならではの強みだと思います。

建設業界の多彩なフィールドで活躍する卒業生たち。その
「今」に迫る本企画では、株式会社ファンテックで代表
取締役を務める桐村正和さんにご登場いただきました。
現場を原点に事業を広げてきた歩みや、人材育成へ
の考え、母校への想い、そして建設業界の未来を見
据えた新たな取り組みなどを語っていただきました。
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WEBサイト Facebook

WEBサイトとFacebookにて会の活動報告や各種イベントのご案内をしております。ぜひご覧ください。

https://www.syusei.ac.jp/
syuyukai/

https://www.facebook.com/
syuyukai1940/

TEL:06-6477-5857　FAX:06-6477-5887

の

を数字で知るの

2025年度

専科合格 15名
一級建築士学科試験

専科合格 4名
一級建築士製図試験

修成の「今」を
さまざまな角度から
ご紹介します。

90％

二級建築士学科試験
専科合格率
（全国合格率40%）

（専科規定出席者の合格率）

二級建築士製図試験

75％
専科合格率
（全国合格率46%）

設置学科数

・ 建築学科
・ 建築デジタルデザイン学科
・ 空間デザイン学科
・ 建築施工学科
・ 土木工学科※

・ 建設エンジニア学科
・ ガーデンデザイン学科※

・ 建築・デザイン学科（夜）※
・ 専科 2級建築士科※

・ 専科 1級建築士科※

10学科 98.2％

2632社

54.5社約

進路決定率

求人企業数

学生1人あたりの
求人件数

（2025年3月卒業生）

修友会 会長　相賀 勝

会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか。会長の相賀です。
2025年度は、皆様の温かいご協力のおかげで充実した活動ができ、改めて「人とのつながり」の大切
さを再確認した一年でした。
さて、2026年度、修友会は新たな挑戦として、フェスティバルを「ホテル開催」へと変更いたします。これ
は、より快適な空間で、多くの会員様が気軽に交流できる場を作るための大きな一歩です。
時代に合わせて形を変えつつも、変わらぬ「母校への想い」を胸に、役員一同魅力的な同窓会づくり
に邁進してまいります。新しい形のフェスティバルで、皆様とお会いできることを楽しみにしております。

知ってほしい!

修友会! 新たなステージへ。変化を恐れず、絆を深める一年に。新たなステージへ。変化を恐れず、絆を深める一年に。新たなステージへ。変化を恐れず、絆を深める一年に。

https://www.syusei.ac.jp/
syuyukai/event/

トップページ 各種イベントページ

寄付・寄贈・支援の取り組み

修友会ＷＥＢサイト・SNSのご案内

在籍者数

695人
（2025年5月付）

※教育訓練給付制度 対象講座は専門実践教
育訓練および一般教育訓練の指定を受けてい
ます。 給付金の利用を希望される方は、入学
前にハローワークでの受給資格確認が必要で
す。 詳細は最寄りのハローワークまでお問い
合わせください。 

修友会からのお知らせ

2026年の修友会フェスティバルは、「ホテルヴィスキオ尼崎」にて開催いたします。利便性の高いホ
テルならではの空間と上質なおもてなしで、皆様をお迎えいたします。恩師やご友人と旧交を温め
る、特別なひとときをどうぞお過ごしください。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。

開 催 日 2026年５月３１日（日）

時 　 間 総会13時・基調講演14時・
フェスティバル15時（12時より随時受付）

会 　 場 ホテルヴィスキオ尼崎（JR尼崎駅すぐ）

申 　 込 下記の二次元コードよりご確認ください

修友会
フェスティバル
お申込はこちら

2026年修友会総会・フェスティバルのご案内

 「修成建設専門学校サポーターズ募金」への寄付 「修成建設専門学校サポーターズ募金」への寄付 「修成建設専門学校サポーターズ募金」への寄付
2025年12月1日に690,000円を寄付いたしました。建設業界の未来を担う後輩た
ちへ、修友会会員の皆様からの想いを届けました。私たちの支援が、学生一人ひと
りの可能性を広げ、やがては立派な技術者として社会に羽ばたくための「翼」となる
ことを確信しています。会員の皆様の温かいご支援に、心より感謝申し上げます。

学内講習会への支援学内講習会への支援学内講習会への支援
施工管理技術検定の受講者（卒業生）に支
援いたしました。
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※ 写真は2025年度のものです。

※ 写真は2025年度のものです。

2025年

4月3日

大野川緑陰道路みらいへつなげるみちプロジェクト

の

イベント & トピックス 編

イベント

2026年

桜の季節、ウェスティンホテル大阪にて入学式が行わ

れました。緊張と期待が入り混じる中、新入生たちは見邨校長からの激励と
許可宣言を受け、プロフェッショナルへの第一歩を力強く踏み出しました。

入学式

6月27日
企業の方 を々講師に招き、SDGs（持続可能な開発目

標）について学ぶ恒例イベントです。講演やグループワークショップを通じて、建
設業が果たすべき社会的役割や環境課題について楽しく理解を深めました。

Sゼミ

11月2日
学生実行委員会が中心となり、企画から運営まで

を手がけました。「ものづくりブース」や作品展示、ステージ企画など、
キャンパス中が学生たちの熱気と笑顔に包まれた一日となりました。

修成祭

2月27日
～3月1日

学生生活で培った技術と感性を注ぎ込んだ、渾身

の作品がキャンパスを彩りました。設計図や模型、施工課題など、それ
ぞれの想いが詰まった「集大成」に、多くの来場者が魅了されました。

卒業展

3月13日

8月1日
万博会場にて、学生の手による装飾が彩

る「未来の婚覧会」を開催しました。猛暑の中、チーム一丸となって作り
上げた感動のステージは、学生たちの大きな自信となりました。

大阪・関西万博

迎えました。修成で得た「技術」と「仲間」という財産を胸に、建設業界
の新たな担い手として、卒業生たちは力強く未来へ歩み出しました。

卒業式 厳粛な雰囲気の中、学び舎からの旅立ちの日を

昨年に続き、滋賀県高島市・県建設
業協会高島支部との連携による宿
泊型インターンシップを実施しまし
た。今年はさらに実践的なプログラ
ムとなり、学生たちは実際の現場業
務や地元の方々との交流を通して、
地方創生と建設業の役割について
深く学ぶ機会となりました。

平素より本校の発展にご尽力いただき、心より感謝申し上げます。校長就任以来、改めて卒業生の皆様の存在の

大きさを実感する日々です。本校は創立以来の実学教育を礎に、変化する社会ニーズに応える新たな学びへの挑

戦を続けております。「社会に貢献する建設技術者」を育成するという使命を果たすため、教職員一丸となって全力

を尽くしてまいります。皆様には、より一層のご支援とご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

2023年のオープン以来、地域のオアシスと
して親しまれている大野川緑陰道路。完成
後も継続して維持管理に取り組んでいます。 
学生たちが花苗の入れ替え作業を実施しま
した。「作る」だけでなく、その後の「守る・育
てる」プロセスを実地で学ぶ貴重な機会と
なっており、先輩たちが築いた地域との絆を
大切につないでいます。

サマースクールin高島市

教員紹介

トピックス

修成では、学生たちが取り組むさまざまな「課外活動」のことを「ないものづくり」と呼ぶことにしました。
2030年の創立120周年に向けて、世界や可能性を大きくひろげる120のないものづくりに、学生たちとチャレンジします。ないものづくり

校長
見邨 佳朗

2026年1月現在

建築学科
増田 和浩

建築デジタルデザイン学科
科長
辰井 菜緒

建築学科
田中 おと吉

建築デジタルデザイン学科
中川 慶一郎

空間デザイン学科
田中 嘉代

学生相談室 室長
谷川 博康

建築学科
荒木 伸輔

建築学科（昼）
科長
角野 峰生

副校長
空間デザイン学科 科長
鍵谷 啓太

建築学科（夜）
副科長
井上 嘉亮

専科 2級建築士科
中島 謙一郎

ガーデンデザイン学科
中安 哲男

建築学科
土木工学科
穴吹 勇樹

ガーデンデザイン学科
窪田 彩音

土木工学科
建設エンジニア学科
科長
広瀬 一樹

土木工学科
川西 幸男

副校長
ガーデンデザイン学科
科長
野瀬 孝男

専科 2級建築士科
藤原 秀憲

建築施工学科
科長
山本 順也

空間デザイン学科
大河 千春

建築施工学科
樋下 昌俊

建築施工学科
広田 莉音

専科 2級建築士科
奥田 喜弘

専科 2級建築士科
科長
釡友 知與子

の

インフォメーション 編

設置学科 学校WEBサイト

https://www.syusei.ac.jp/

各種SNSでも情報発信中です！

・ 建築学科 【2年制 昼間部】
・ 建築デジタルデザイン学科 【2年制 昼間部】
・ 空間デザイン学科 【2年制 昼間部】
・ 建築施工学科 【2年制 昼間部】
・ 土木工学科 【2年制 昼間部】
・ 建設エンジニア学科 【2年制 昼間部】

・ ガーデンデザイン学科
　【2年制 昼間部】

・ 建築・デザイン学科（夜）
・ 専科 2級建築士科
　【1年制 昼間部】

・ 専科 1級建築士科
　【1年制 昼間部】
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多くの企業様が若手技術者の採用・育成に注力される中、本校でも年々多くの求人をいただいております。私たちは、単に知識を教えるだ
けでなく、社会が真に求める人材を育成するため、実務に即した職業教育やインターンシップに力を入れています。この教育サイクルを回
していくためには、業界を知り尽くした卒業生の皆様の協力が欠かせません。後進の育成、そして御社のさらなる発展のために、ぜひ求
人・インターンシップの機会をいただけますようお願い申し上げます。

求人のお願い

実践教育で培った技術力を、御社の戦力に。

※本校への求人はキャリアマップ(WEB)からご登録いただけます。
会員登録していただき、必要項目を入力いただければ学生に貴社の最新情報が届きます。求人・インターンシップ登録及び
キャリアマップの詳しいご案内については、本校WEBサイト（右記の二次元コードもしくはURL）からご確認ください。

※2027年から二級建築士専攻科、一級建築士専攻科に変更されます。

https://www.syusei.ac.jp/corporate/

卒業後も転職の相談や求人情報の提供など、卒業生への進路支援を生涯にわたり行っています。

本校では、企業からいただいた既卒求人の情報はキャリアマップから検索、閲覧ができます。是非、お気軽にご相談ください。

生涯求職サポート

修成では、卒業生との絆を大切にし、転職や再就職などを強力にバックアップします。

修成建設専門学校では、求人情報の管理にキャリアマップを導入しております。
ご登録いただくことにより、企業の求人情報の登録・公開をすることができます。活躍する卒業生の様子など貴社の魅力を発信していただくこ
とができます。ぜひ採用活動にお役立てください。またキャリアマップを通じて、企業説明会の参加予約や、選考エントリーを受け付けることも
可能です。また当校卒業生は、既卒者求人の検索・閲覧ができます。

※キャリアマップのご利用には、ご登録が必要です。ご登録は右記の「キャリアマップ」WEBサイトからお願いいたします。
会員登録には本校の承認が必要です。承認されるまで、数日かかる場合がございます。
※承認後、修成の既卒者向けの求人情報を閲覧できます。 

https://secure.careermap.jp/

● 転職の相談や仕事上での悩み ● 既卒者向けの求人情報 ● キャリアマップの利用方法 
● 専科 2級建築士科※の進学や大学編入について ● 専科 1級建築士科※の進学について

これからの職業教育を創り続けていくことを目的とし、2022年度に設立されました。資格取得、リカレント教育の普及は
現代社会において喫緊の課題であると考え、日々、社会に必要な教育について企画・実施しています。

修成教育研究所について

「学び続ける意欲を、確かな成果へ。母校は生涯のパートナーです。」 本校は長年にわたり、建設業界へ多くの有資格者を送
り出してまいりました。しかし、急速な技術革新や法改正が続く現代において、卒業後の「学び直し（リカレント教育）」の重要性
はかつてないほど高まっています。こうした社会要請に応えるべく2022年に発足した「修成教育研究所」は、建設技術者のス
キルアップを支える拠点として着実に歩みを進めています。特に、昨年度より開講した「一級建築士対策講座」は、難関突破を
目指す受講生の皆様から、長年のノウハウを凝縮した実践的な指導内容に高い評価をいただいております。もちろん、二級建
築士や施工管理技術検定の対策講座も充実しており、個人の目標達成のみならず、企業の社員研修としても広く活用されてい
ます。母校には、皆様の挑戦を支える確かな環境があります。「資格」という高いハードルを越えるため、そして建設人としてさら
なる高みを目指すため、ぜひ再びこの学び舎を活用してください。私たちは、意欲ある皆様の挑戦を全力でサポートいたします。

所長からのメッセージ

修成教育研究所
所長　見邨 佳朗

本校は、日建学院・総合資格学院と提携しており、対象の資格対策講座に対して、受講料割引等の特典を受けることがで
きます。詳しくは各予備校へ直接ご相談ください。

資格試験予備校との提携について

卒業・成績等の各種証明書発行は、インターネット申請で受け付けています（クレジットカード・コンビニ払い・
Pay-easy【ペイジー】対応）。学校事務局へ来校、発行も可能です。本校WEBサイト「卒業生の方へ」へアク
セス、ご確認ください。 https://www.syusei.ac.jp/graduate/graduate01/

各種証明書の発行について

卒業生の皆様の多大なるご支援により、今年も多くの学生が建設業界へと巣立っております。 
全国で活躍される皆様の姿は、学生たちにとって「憧れの未来」そのものです。先輩が活躍してい
る企業への就職は、学生にとって何よりの安心感につながります。ぜひ修友会のイベントや様々
な機会を通じて、皆様の元気な姿や業界の「今」を、後輩たちへ伝えていただければ幸いです。

求人・求職について

進路係 係長　上杉 敬史

\  修成建設専門学校は卒業生の一級建築士取得を応援します！  /

西日本No.1の建設教育機関を目指す本校では、卒業生の皆様を支援する活動に日々邁進しています。一級建築士は国家資格
の中でも特に難関とされますが、設計のプロには欠かせないライセンスです。建築業界で奮闘する卒業生の皆様を、本校は資
格取得サポートを通じて全力でバックアップします！

※詳細は本校ＷＥＢサイトをご確認ください。

●受験申請・資格登録用証明書の
無料発行

●合格者には20,000円の報奨金
を給付

手続きは
全てWEBサイトから
無料で申請！

□ 証明書の無料発行
□ 資格合格報奨金の給付
※資格合格報奨金の給付は、一級建築士受験にあたり
   本校の卒業生として受験していることが条件です。

修成建設専門学校WEBサイト
 「一級建築士を受験する皆様へ」▶

取得応援サポートとは・・・
ぜひこの機会をご活用ください！

学校事務局からのお知らせ 修成教育研究所からのお知らせ

開講講座一覧開講講座一覧

https://institute.syusei.ac.jp/

一級建築士対策講座をはじめ、建設に係る各種講座を展開しています。

詳しくは修成教育研究所 ウェブサイトをご覧ください。▶ 

● 一級建築士 （学科・製図対策講座）
● 二級建築士 （学科・製図対策講座）
● 1級施工管理技術検定 一次検定（建築・土木）
● 施工管理技術検定 二次検定（1級・2級、建築・土木）

本教育研究所の資格講座は、卒業生・修成在学生のみではなく、建設技術者を目指している方、スキルアップを目的として
いる全ての方に門戸を開いています。ご自身の知識のためだけではなく、社員教育などにもご活用ください。

主な資格講座のご紹介

一級建築士を受験する方のサポートについて

一級建築士取得応援サポート
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建設業界

学生
 若い人材が

建設業界を支える

卒業生および企業

建設業の持続可能な発展が
卒業生・企業に恩恵をもたらす

卒業生・企業が
未来の人材をサポート

お問い合わせ 学校法人 修成学園 修成建設専門学校 募金担当係
〒555-0032 大阪市西淀川区大和田5-19-30
TEL：06-6474-1644　FAX：06-6474-1687 https://www.syusei.ac.jp/funds/

● 法人、企業、各種団体、個人等どなた様でもお受けさせていただきます。（金額は特に定めておりません。）

①インターネット（クレジットカード・コンビニエンスストア・インターネットバンキング）
②金融機関からの払込（振込）
の２つの方法から選べます。

まず本校までお問い合わせください。（募金担当係　06-6474-1644）
担当者から「寄付申込書」と「払込用紙」をお送りします。
※「個人様扱い」とは違い、法人様の場合「寄付申込書」が必要になります。

皆さまのご協力に心よりお礼申し上げます。

「箕面・ヒロマチプロジェクト」第2章 
～地域に根差す、循環する空間づくり～

感謝の意を込めまして、ここにご芳名を掲載させていただきます。お名前の公表を希望された方のみ掲載しております。
また、団体名でお申込みの場合は、個人のお名前は掲載しておりません。ご支援をいただいた方で、お気付きの点等ござ
いましたら、誠に恐縮ではございますが、募金担当までご連絡ください。

2024年3月の箕面萱野駅開業を機に始動した本プロジェクト
は、2年目を迎え活動が深化しています。今年は、昨年の廃材活
用から一歩進み、土を突き固めて作る環境配慮型の「版築（はん
ちく）ベンチ」の制作や、古民家を活用した地域サロン「まるっと
サロン」の改修に挑戦中です。「作って終わり」ではなく、数年後
のメンテナンスや土への還元まで考慮したデザインを実践。地域
住民の方々とのワークショップなども交え、持続可能なコミュニ
ティづくりを学生主体で加速させています。

修成建設専門学校サポーターズ募金に頂戴したご寄付の活用報告をいたします。皆様のご支援が在校生にどのような形で届いて
いるかを実感していただければ幸いです。今後とも末永く、本校のサポーターとしてご支援賜りますよう、お願い申し上げます。

サポーターズ募金へのご支援を心より感謝申し上げます。

１．学生奨励・奨学資金

個人様扱いの
場合

法人様扱いの
場合

修成建設専門学校の学生を対象と
した奨励・奨学資金とします。

2．施設整備資金

施設整備推進の資金とします。

3．課外活動支援資金

学生の課外活動支援のための
資金とします。

ご芳名録 (2025.2.1～2026.1.31)

活用実績

お申込み・払込方法

●寄付の使用使途について

プロジェクト参加学生の声

学生奨励
奨学金

緊急
奨学金

課外
活動費

設計塾
資格塾
活動費

教室
改修工事

空調等
設備更新

液晶
ディスプレイ

空間デザイン学科１年
河村 莉衣 さん

入学前にSNSで先輩方が活き活きと活動する姿に憧れ、こ
のプロジェクトに飛び込みました。現在は古民家改修などに
奮闘中です。授業の課題とは違い、実際の現場では『デザイ
ン後のメンテナンス』や『経年変化』まで考え抜く必要があ
り、プロの仕事の厳しさを肌で感じています。正直、忙しさは
想像以上ですが（笑）、その分大きく成
長できる環境です。将来は、住む人の
人生に長く寄り添えるような住宅設計
やトータルプロデュースができる技術
者を目指して頑張ります！

目 指 す の は
 建 設 業 界 活 性 化
 メ グ ル サ イ ク ル

サポーターズ募金

◆法人（５０音順）　
株式会社アイ工務店様
一宇工業株式会社様
井上定株式会社様
株式会社茨木春草園様
岩田地崎建設株式会社様
株式会社エーワン様
株式会社永住様
株式会社戎工務店様
株式会社FDS様
株式会社エフビーエス様
大倭殖産株式会社様
株式会社奥村組様
奥友建設株式会社様
株式会社カウラ様
海洋技術建設株式会社様
株式会社紙谷工務店様
関電ファシリティーズ株式会社様
京都建物辻正株式会社様
株式会社久保組様

株式会社小阪工務店様
佐々木建設株式会社様
株式会社三栄建設様
株式会社ジェイネット様
株式会社清水工務店様
信幸建設株式会社大阪支社様
新日本テック株式会社様
進和建設工業株式会社様
スナダ建設株式会社様
住友林業ホームエンジニアリング株式会社様
株式会社綜企画設計様
株式会社タイキ様
田中建材株式会社様
田中住建株式会社様
株式会社DOORDO様
株式会社トーヨーテクニカ様
株式会社冨島建設様
中井商工株式会社様
株式会社ナビック様
株式会社NIPPO関西支店様

日興建設株式会社様
株式会社日設様
ニッタク産業株式会社様
日本住宅株式会社様
花谷建設株式会社様
濱野建材株式会社様
株式会社林建設様
株式会社東建築積算士事務所様
株式会社ファンテック様
株式会社福地建設様
北和建設株式会社様
株式会社堀健様
株式会社増田組様
株式会社マツダ・シティーズ様
株式会社松本組様
馬淵建設株式会社様
村上建設株式会社様
株式会社明和工務店様
森繁建設株式会社様
有限会社森下建築設計事務所様

森髙建設株式会社様
株式会社山上組様
株式会社友興組様
株式会社吉川組様
株式会社ワールドコーポレーション様

◆団体
修友会様

◆個人（５０音順）
相賀 勝様
石岡 茂様
上田 英司様
垣花 正昭様
笠嶋 新様
片岡 悟様
亀井 哲男様
小水 真弓様
三信 健様
中小路 進一様

仲宗根 昭様
西口 典之様
野元 健二様
福井 光樹様
藤井 修様
藤田 晴樹様
堀口 好範様
本地 亜衣子様
前田 和也様
眞鍋 晋次郎様
箕井 伸様
三好 雅文様
森本 晃生様
山下 裕貴様
山田 廣様
由上 勇様
横倉 博様

空間デザイン学科１年
巽 百恵 さん

私は今、学内で最も熱気のある『ヒロマチプロジェクト』に参
加し、版築ベンチの制作や地域サロンの改修に取り組んでい
ます。元々は美容師として『自分のお店を持ちたい』という夢
から、次第に『店舗そのものを作る空間デザイン』に興味が移
り、修成に入学しました。活動を通して、ただ自分が好きなデ
ザインをするのではなく、利用するお客
様の視点に立つことの難しさと大切さ
を痛感する日々です。将来は空間演出
のプロを目指し、現場での実践経験を
積み重ねていきます！

修成建設専門学校サポーターズ募金
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学校案内が必要な方は本校WEBサイトか下記フリーダイヤルへお問い合わせください。

［学校案内書 郵送無料］0120-446-456




